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エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
発
生
に
よ
る

冷
夏
の
懸
念
も
今
の
と
こ
ろ
な

く
、
連
日
猛
暑
が
続
き
高
温
記

録
更
新
中
の
昨
今
で
す
。

　

心
配
し
た
台
風
襲
来
に
よ
る

農
作
物
被
害
は
最
小
限
に
済
み
、

牧
草
収
穫
も
大
詰
め
終
了
か
と

察
し
ま
す
。

　

粗
飼
料
収
穫
も
、
近
年
ロ
ー

ル
ベ
ー
ル
方
式
の
普
及
と
共
に

品
質
が
安
定
し
、
飼
養
技
術
向

上
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
個
体
能

力
ア
ッ
プ
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

良
質
で
安
全
な
粗
飼
料
確
保
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
自
給
飼
料

の
増
産
に
心
が
け
た
い
も
の
で

す
。

　

こ
こ
当
分
、
猛
暑
と
の
闘
い

に
な
り
ま
す
。
互
い
の
健
康
管

理
に
留
意
し
、
乳
牛
の
防
暑
対

策
に
も
配
慮
さ
れ
、
乳
質
管
理

需
要
期
増
産
に
お
励
み
下
さ
い
。
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酪
農
と
ち
ぎ
は
総
代
会
制
に
な
っ
て

お
り
、
全
組
合
員
に
初
年
度
事
業
実
績

及
び
二
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
報
告

し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
、
意
見
を
頂

く
こ
と
と
し
、
六
月
六
日
か
ら
十
四
日

ま
で
三
支
所
五
会
場
で
開
き
ま
し
た
。

　

各
会
場
と
も
、
合
併
初
年
度
に
よ
る

各
部
事
業
内
容
、
合
併
メ
リ
ッ
ト
成
果
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
応
等
の
質
疑
、
意
見
を
頂
き

盛
会
で
あ
っ
た
。

主
な
質
疑
、
ご
意
見
等

　

①
各
種
奨
励
金
、
助
成
金
に
つ
い
て

　

②
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
に
つ
い
て

　

③
乳
質
保
全
規
程
に
つ
い
て

　

④
増
資
計
画
に
つ
い
て

　

⑤
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
応
に
つ
い
て

　

⑥
全
共
栃
木
開
催
に
つ
い
て

当
日
の
出
席
状
況

定
数
百
八
十
六
名
、
本
人
出
席
百
四
十

名
、
書
面
議
決
三
十
七
名
、
委
任
一
名

主
な
質
疑
、
意
見
要
望
事
項

①
教
育
情
報
資
金
の
繰
越
に
つ
い
て

②
繰
越
剰
余
金
に
つ
い
て

③
役
員
定
数
に
つ
い
て

④
役
員
退
任
慰
労
金
規
程
に
つ
い
て

⑤
事
務
通
知
等
の
合
理
化
に
つ
い
て

⑥
乳
質
格
差
に
つ
い
て

⑦
診
療
事
業
の
強
化
に
つ
い
て

⑧
受
精
卵
移
植
事
業
の
助
成
に
つ
い
て

⑨
二
年
度
収
支
計
画
に
つ
い
て

⑩
乳
価
交
渉
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

⑪
関
東
生
乳
販
連
に
つ
い
て

⑫
全
共
栃
木
開
催
に
つ
い
て 

　

酪
農
と
ち
ぎ
第
一
回
総
代
会
を
六
月

二
十
七
日
、高
根
沢
町
民
ホ
ー
ル
に
総
代

百
七
十
八
名
が
出
席
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
定
刻
午
前
十
一
時
、
越
井
副

組
合
長
が
開
会
を
宣
し
、
前
田
組
合
長

よ
り
酪
農
情
勢
及
び
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
応
等
を

含
め
、
合
併
初
年
度
の
経
過
、
二
年
度

の
事
業
方
針
に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
、
花
塚
功
先
県
農
務
部

長
、
和
田
恭
三
県
酪
連
会
長
か
ら
祝
辞

を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
長
団
に
は
高
崎
和
夫
氏（
黒
羽
町
）

金
田
修
一
氏
（
宇
都
宮
市
）
が
選
任
さ

れ
、
提
出
第
一
号
か
ら
第
八
号
議
案
ま

で
慎
重
に
審
議
し
、
全
議
案
と
も
原
案

通
り
可
決
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

特
に
第
八
号
議
案
、
役
員
選
任
に
つ

き
ま
し
て
は
、
既
に
役
員
推
薦
会
議
で

承
認
さ
れ
た
理
事
二
十
名
、
監
事
四
名

が
投
票
の
結
果
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
新
役
員
の
自
己
紹
介
、
退
任

役
員
を
代
表
し
て
越
井
副
組
合
長
が
挨

拶
を
述
べ
、
菊
池
副
組
合
長
が
閉
会
を

宣
し
終
了
し
ま
し
た
。 

施
設
合
理
化
・
資
本
の
造
成
を
核
に

　
　
　
　
　
　
　
　

効
率
的
運
営
を
め
ざ
す
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支
所
別
説
明
会
開
く

議長団の高崎和夫氏(右)
　　及び金田修一氏(左)

宇 都 宮 支 所 説 明 会
（塩谷地方農業共済組合）

あいさつを述べる
　　花塚県農務部長

あいさつを述べる
　　和田県酪連会長
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新
執
行
体
制
決
ま
る
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通
常
総
代
会
に
お
い
て
新
役
員
が
選
任

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
日
理
事
会
及
び

監
事
会
が
開
催
さ
れ
、
常
勤
理
事
四
名
、

非
常
勤
理
事
十
六
名
、
監
事
四
名
の
新
し

い
執
行
体
制
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
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新 役 員 紹 介
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総代会での新役員紹介

理　　事
坂　主　　　正

理　　事
斎　藤　　　修

理　　事
小　針　　　勇

理　　事
小　林　幸　雄

理　　事
菊　地　　  右

理　　事
粕　谷　利　益

理　　事
和　田　輝　勝

理　　事
渡　辺　信　一

理　　事
松　山　秀　夫

理　　事
松　原　　　勇

理　　事
前　原　　　博

理　　事
中　島　　　隆

理　　事
大阿久　　　要

理　　事
梅　野　専　一

理　　事
上　野　　　清

理　　事
伊　藤　謙　三

専務理事
渡　辺　勲　男

代表理事副組合長
相　馬　俊　市

代表理事副組合長
菊　池　一　郎

代表理事組合長
前　田　忠　利

監　　事
八木沢　晟　次

監　　事
藤　田　哲　郎

監　　事
熊　谷　貞　二

代表監事
加　藤　一　男
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前
田
組
合
長
の
勲
五
等
瑞
宝
章
受
章

祝
賀
会
が
六
月
十
七
日
、県
酪
連
・
県
畜

産
協
会
・
酪
農
と
ち
ぎ
共
催
に
よ
り
、宇

都
宮
市
内
ホ
テ
ル
に
関
係
者
ら
百
七
十

名
が
参
席
し
て
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
は
、
菊
池
一
郎
酪
農
と
ち
ぎ

副
組
合
長
の
開
会
、
和
田
恭
三
県
酪
連

会
長
の
発
起
人
代
表
挨
拶
に
始
ま
り
、

摩
庭
桂
酪
農
と
ち
ぎ
副
組
合
長
か
ら
功

績
披
露
の
後
、
花
塚
功
先
県
農
務
部
長
、

上
野
千
里
全
酪
連
会
長
よ
り
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
豊
田
計
県
畜
産
協
会
長
か

ら
記
念
品
が
、
酪
農
と
ち
ぎ
職
員
か
ら

夫
妻
に
花
束
が
贈
ら
れ
、
前
田
組
合
長

は
「
こ
の
た
び
の
叙
勲
受
章
は
県
を
始

め
と
す
る
諸
機
関
の
皆
様
、
多
く
の
諸

先
輩
及
び
役
職
員
皆
さ
ん
の
ご
指
導
と

ご
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、

今
後
共
職
責
を
全
力
で
全
う
し
た
い
」

と
力
強
い
御
礼
の
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

祝
宴
は
越
井
光
男
酪
農
と
ち
ぎ
副
組

合
長
の
乾
杯
発
声
に
よ
り
、
多
く
の
参

席
者
が
同
組
合
長
の
功
績
と
受
章
を
祝

い
ま
し
た
。

　

結
び
は
藤
原
林
次
郎
県
信
連
会
長
の

万
歳
三
唱
、
坂
本
泰
三
酪
農
と
ち
ぎ
副

組
合
長
の
挨
拶
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

　

前
田
組
合
長
は
、
昭
和
二
十
二
年
に

前
田
牧
場
の
先
駆
者
と
し
て
就
農
し
、

現
在
は
後
継
者
の
宏
幸
さ
ん
夫
妻
が
九

十
頭
経
営
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
と
ち
ぎ
組
合
長
の
ほ
か

県
畜
産
協
会
理
事
、
関
東
生
乳
販
連
理

事
を
務
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
先
日

県
酪
連
会
長
並
び
に
関
東
酪
政
連
会
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
と
共
に
ご
功
績
と
受
章
を
讃

え
今
後
の
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

�
�
�
�

【
那
須
高
原
支
所
】

―
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催
―

　

七
月
十
八
日
に
、
地
域
酪
農
組
合
十

二
支
部
対
抗
に
よ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
を
開
催
し
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ

れ
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
試
合
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

青
木
支
部
（
黒
磯
）

準
優
勝　

高
林
支
部
（
黒
磯
）

第
三
位　

西
那
須
野
支
部
（
西
那
須
）

支
所
事
業
予
定

八
月
八
日　

全
体
研
修
会

八
月
二
十
八
日　

支
所
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

【
宇
都
宮
支
所
】

―
ま
だ
間
に
合
う
暑
熱
対
策
―

乾
物
摂
取
量
が
ポ
イ
ン
ト

　

夏
場
の
飼
養
管
理
は
、
大
き
く
①
カ

ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
②
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
た
給
与
管
理
の
二
つ
に
集
中
し

て
下
さ
い
。
先
ず
は
、
①
の
牛
の
快
適

性
で
す
が
、
牛
舎
内
温
度
を
極
力
下
げ

る
こ
と
、
も
し
く
は
牛
体
を
直
接
冷
や

し
て
や
る
こ
と
で
す
。
フ
リ
ー
ス
ト
ー

ル
牛
舎
の
事
例
で
、
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置

し
水
浴
び
を
さ
せ
て
い
る
農
場
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
繋
ぎ
牛
舎
で
あ
れ
ば
、
後

頭
部
か
ら
頚
部
に
か
け
て
の
毛
刈
り
も

有
効
的
で
す
。
次
に
②
の
給
与
管
理
で

す
が
、
先
ず
は
乾
物
摂
取
量
（
Ｄ
Ｍ
Ｉ
）

の
減
少
を
抑
え
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に

は
消
化
性
の
高
い
粗
飼
料
の
給
与
や
気

温
が
高
ま
る
前
の
早
朝
に
給
与
す
る
等

の
工
夫
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
摂
取
さ

せ
る
飼
料
の
栄
養
ロ
ス
を
少
な
く
し
有

効
に
利
用
出
来
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、

乳
牛
の
栄
養
要
求
量
を
充
た
し
て
や
る

こ
と
で
す
。
先
ず
は
、
実
行
し
て
み
て

下
さ
い
。
な
お
、
詳
細
な
飼
料
給
与
に

関
し
て
は
指
導
課
に
ご
相
談
下
さ
い
。

支
所
事
業
予
定

八
月
三
日　

全
体
研
修
会

【
栃
木
県
南
支
所
】

―
巡
回
指
導
を
強
化
―

　

指
導
課
で
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
巡
回

い
た
し
ま
す
。
県
南
支
所
で
は
経
済
課

も
同
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

諸
々
の
御
相
談
を
下
さ
い
。
ま
た
、
最

長
二
ヶ
月
待
ち
で
あ
っ
た
老
廃
用
牛
出

荷
が
、
二
週
間
待
ち
と
な
り
、
さ
ら
に

改
善
す
る
見
通
し
で
す
の
で
お
問
合
せ

下
さ
い
。

支
所
事
業
予
定

八
月
下
旬　

全
体
研
修
会

謝辞を述べる前田組合長
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を
設
立
し
て
本
格
的
に
販
売
を
開
始
し

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
乳
販
売
部
の
機
構
は
、
市
乳
販
売

課
・
市
乳
直
販
課
及
び
那
須
工
場
、
取

扱
い
製
品
は
十
四
銘
柄
の
内
、
市
乳
販

売
課
の
扱
製
品
十
銘
柄
は
明
治
乳
業
㈱

及
び
東
京
明
販
㈱
と
連
携
を
保
ち
な
が

ら
、
東
京
都
・
千
葉
県
・
埼
玉
県
・
茨

城
県
を
中
心
に
委
託
販
売
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
市
乳
直
販
課
は
四
銘
柄
を

取
扱
い
、
ス
ー
パ
ー
及
び
Ｊ
Ａ
全
農
と

ち
ぎ
宅
配
事
業
の
「
ふ
れ
あ
い
牛
乳
」

と
し
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、「
那
須
の
こ
だ
わ
り
牛
乳
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
那
須
地
区
酪
農
家
の

皆
さ
ん
に
協
力
を
得
て
生
産
者
の
「
顔

の
見
え
る
牛
乳
」
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
販
売
を
開
始
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
愛
飲

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

酪

農

部

　

Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
特
別
措
置
法
及
び
関
係

法
令
の
改
正
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。（
平

成
十
四
年
七
月
四
日
施
行
）

　

①
満
二
四
ケ
月
齢
以
上
の
死
亡
牛
は

市
乳
販
売
部

　

全
国
第
二
位
の
生
乳
生
産
に
恵
ま
れ

た
環
境
と
大
消
費
地
を
近
距
離
に
あ
る

地
理
的
条
件
を
活
か
し
、
酪
農
家
の
皆

様
が
生
産
さ
れ
た
生
乳
を
酪
農
と
ち
ぎ

那
須
工
場
で
市
乳
化
し
、県
内
を
は
じ
め

首
都
圏
一
円
に
明
治
乳
業
㈱
及
び
東
京

明
販
㈱
の
販
売
網
を
活
用
し
な
が
ら
消

費
者
の
食
卓
に
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
乳
の
販
売
は
、
旧
三
和
酪
農
業
協

同
組
合
が
昭
和
四
十
九
年
に
酪
農
牛
乳

（
通
称
マ
マ
牛
乳
）
製
造
販
売
を
開
始

し
、
翌
年
の
昭
和
五
十
年
に
は
酪
農
直

販
株
式
会
社
（
現
在
は
東
京
明
販
㈱
）

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

生
乳
販
売
部

□
乳
価
値
上
げ
に
向
け
鋭
意
交
渉
中

　

今
年
度
の
乳
価
交
渉
に
つ
い
て
は
、

大
幅
な
値
上
げ
実
現
に
向
け
各
指
定
団

体
・
酪
政
連
・
中
央
酪
農
会
議
及
び
関

係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

乳
価
値
上
げ
に
向
け
て
の
取
組
方
法

と
し
て
例
年
と
違
い
、
乳
業
者
に
対
し

て
値
上
げ
を
要
求
す
る
に
当
た
り
、
今

ま
で
は
や
や
も
す
る
と
酪
農
対
乳
業
メ

ー
カ
ー
と
い
う
構
図
で
の
交
渉
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
酪
農
・
乳
業
対
流
通

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
仮
に
乳
価
値
上
げ
さ
れ
て
も
、

卸
価
格
及
び
販
売
価
格
を
値
直
し
し
な

け
れ
ば
、
結
局
最
後
に
は
乳
価
の
値
下

げ
に
連
動
し
て
し
ま
う
と
い
う
悪
い
流

れ
を
断
ち
切
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る

か
ら
で
す
。

　

乳
価
の
値
上
げ
を
通
じ
て
、
牛
乳
の

納
価
、
小
売
価
格
の
適
正
化
を
図
る
こ

と
に
よ
り
生
・
処
・
販
が
互
い
に
良
い

方
向
へ
進
む
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

我
々
生
産
者
団
体
と
し
て
も
、
乳
業

者
の
値
直
し
が
早
期
実
現
で
き
る
よ
う

目
玉
商
品
（
安
値
価
格
）
の
市
況
調
査

を
行
い
、
市
場
環
境
整
備
に
努
め
る
支

援
を
行
う
予
定
で
す
。

　

全
国
の
交
渉
状
況
は
、
九
州
地
区
に

お
い
て
は
値
上
げ
実
現
に
向
け
最
終
的

な
段
階
に
あ
り
、
一
部
農
協
プ
ラ
ン
ト

で
は
値
上
げ
に
応
じ
て
い
る
と
の
情
報

が
あ
り
ま
す
。
中
国
地
区
に
お
き
ま
し

て
も
鋭
意
交
渉
中
で
あ
り
ま
す
。
関
東

に
お
い
て
は
、
大
手
八
社
を
中
心
に
交

渉
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
一
部
に
お

い
て
は
流
通
サ
イ
ド
と
具
体
的
な
交
渉

に
入
っ
て
お
り
、
今
後
の
進
展
に
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

□
県
南
Ｃ
Ｓ
業
務
を
栃
木
明
治
に
移
行

　

県
南
地
域
経
営
合
理
化
協
議
会
で
検

討
し
て
お
り
ま
し
た
県
南
Ｃ
Ｓ
統
廃
合

計
画
は
、
栃
木
明
治
㈱
の
拡
設
工
事
完

成
に
よ
り
、
五
月
三
十
日
か
ら
栃
木
明

治
に
統
合
し
、
日
均
三
〇
ト
ン
が
移
行

さ
れ
ま
し
た
。 

部
課
だ
よ
り
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酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
本
部
役
員

役
職
名 
　

氏　

名 

　
支
部
名

組
合
長 

渡
辺　

信
一 
（
那
須
高
原
）

副
組
合
長 

大
島　

清
志 
（
宇
都
宮
）

　

〃 

小
薬　

芳
雄 
（
栃
木
県
南
）

会　

計 

八
木
沢
晟
次 
（
那
須
高
原
）

監　

事 

森　
　

正
美 
（
宇
都
宮
）

　

〃 

舘
野　
　

透 
（
栃
木
県
南
）

 

 

岡
田　

建
史

黒
磯 

渡
辺　

信
一 

相
馬　

俊
市

 

 

菊
地　
　

右

 

 

印
南　
　

昇

青
年
部
本
部
役
員

役
職
名 
　

氏　

名 

　
支
部
名

部　

長 

渡
辺　
　

透 
（
塩
原
・
西
那
須
野
）

副
部
長 

高
山
多
妥
男 
（
河
内
南
・
下
都
賀
）

　

〃 

植
木　
　

茂 
（
宇
河
・
今
市
）

会　

計 

八
木
沢
洋
次 
（
那
須
）

監　

事 

相
馬　

健
造 
（
大
田
原
）

　

〃 

大
田
原　

毅 
（
黒
磯
）

委　

員 

大
島　

秀
樹 
（
芳
賀
）

　

〃 

桧
山　

嘉
男 
（
那
須
南
）

　

〃 

青
木　

憲
男 
（
塩
谷
）

女
性
会
本
部
役
員

役
職
名 
　

氏　

名 

　
支
部
名

会　

長 

今　
　

克
枝 
（
那
須
）

副
会
長 

田
中　

克
予 
（
塩
谷
）

　

〃�

�
本　

清
子 
（
河
内
南
・
下
都
賀
）

会　

計 

小
針　

成
代 
（
黒
磯
）

監　

事 

広
田　

純
子 
（
宇
河
・
今
市
）

　

〃 

伊
藤　

幸
子 
（
塩
原
・
西
那
須
野
）

委　

員 

塩
野
目
美
津
子 （
那
須
南
）

　

〃 

藤
田　

洋
子 
（
大
田
原
）

　

〃 

永
嶋
志
保
子 
（
芳
賀
）

管
轄
の
家
畜
保
健
衛
生
所
に
届
け
出
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
又
、

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
は
原
則
と

し
て
法
に
基
づ
く
Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
②
更
に
牛
の
所

有
者
は
、
牛
一
頭
ご
と
に
固
体
を
識
別

す
る
た
め
耳
標
を
つ
け
、
生
年
月
日
、

移
動
履
歴
等
の
情
報
提
供
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
畜
産
振
興
課
よ
り
〔
酪
農

家
・
肉
用
農
家
の
皆
様
へ
（
第
二
三

報
）〕資
料
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
不

明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
所
轄
支
所

の
指
導
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

指

導

課

各
組
織
活
動
の
新
た
な
る
ス
タ
ー
ト

　

地
域
酪
農
組
合
（
七
四
五
名
）・
青
年

部
（
三
一
一
名
）・
女
性
会
（
六
七
八
名
）

・
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
（
三
三
三

名
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
通
常
総
会
を
開
催

し
、
設
立
初
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に

今
年
度
の
事
業
計
画
及
び
任
期
満
了
に

よ
る
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
任
さ
れ
ま
し
た
役
員
は
次
の
方
々

で
す
。 

地
域
酪
農
組
合
（
正
副
組
合
長
）

地
域
名 

　
組
合
長 
　
副
組
合
長

宇
河
・
今
市 

小
林　

幸
雄 

広
田　

治
則

河
内
南
・
下
都
賀 
大
阿
久　

要 

前
原　
　

博

 

 

藤
田　

哲
郎

芳
賀 

上
野　
　

清 

大
島　
　

浩

 

 

石
崎　

忠
良

那
須
南 

小
森　

幸
雄 

桧
山　

政
義

 

 

和
知　

功
武

塩
谷 

加
藤　

一
男 

羽
田　
　

栄

大
田
原 

粕
谷　

利
益 

坂
主　
　

正

 

 

引
地　

達
雄

塩
原
・
西
那
須
野 
八
木
沢
晟
次 

松
原　
　

勇

那
須 

伊
藤　

謙
三 

中
島　
　

隆

酪農ヘルパー利用組合
本部組合長
渡辺　信一

女性会本部会長
今　　克枝

青年部本部々長
渡辺　　透
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て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現

在
直
送
出
来
て
い
な
い
組
合
員
の
方
も
、

も
う
一
度
直
送
基
準
（
大
型
バ
ル
ク
車

が
庭
先
ま
で
入
れ
て
１
回
の
配
送
量
が

二
・
五
ｔ
〜
三
ｔ
以
上
）
を
確
認
し
ク

リ
ア
さ
れ
る
場
合
は
支
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

＊
倉
庫
施
設
の
合
理
化
に
つ
い
て

　

現
在
、
高
原
支
所
管
内
の
合
理
化
を

す
す
め
て
お
り
、
七
月
一
日
よ
り
地
域

組
合
員
の
方
の
ご
理
解
を
得
て
西
那
須

野
事
業
所
で
の
飼
料
取
扱
い
を
中
止
し

（
若
干
の
資
材
等
の
み
扱
い
）
県
北
サ

ブ
配
送
セ
ン
タ
ー
（
北
部
運
送
倉
庫
）

に
移
行
し
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
黒
羽
事
業
所
で
の
業
務
を
地

域
組
合
員
の
方
の
ご
理
解
を
得
た
う
え

で
出
来
る
限
り
早
く
、
北
部
サ
ブ
配
送

セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
業
務
の
合
理
化
を

図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
、
利
用
者
相
互
の
意
見
交
換
等
に
よ

り
個
々
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と

等
を
目
的
と
し
た
利
用
者
の
会
を
立
ち

上
げ
て
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

労
力
の
軽
減
や
生
産
性
の
向
上
等
に

よ
り
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
ニ
ー

ズ
が
高
ま
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、

当
組
合
と
し
て
も
積
極
的
に
推
進
し
て

い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
普
及
状
況
は
３
社

合
わ
せ
て
六
二
戸
の
利
用
（
雪
印
三
四

戸
、
明
治
二
〇
戸
、
全
酪
八
戸
）
と
な
っ

て
お
り
、
三
社
共
に
供
給
能
力
は
ま
だ

充
分
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
を
検
討
し

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

＊
直
送
の
推
進
に
つ
い
て

　

十
三
年
度
の
配
合
飼
料
の
直
送
実
績

は
、
平
均
三
、
一
九
二
ト
ン
／
月
、
直

送
率
約
六
〇
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
状
で
も
ま
だ
直
送
可
能
農
家
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
定
期
巡
回

等
に
よ
り
推
進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

直
送
に
な
る
と
ト
ン
当
た
り
二
、
一
〇

〇
円
の
奨
励
措
置
（
価
格
折
込
）
が
受

け
ら
れ
、
か
な
り
大
き
な
購
入
飼
料
費

の
軽
減
と
な
る
た
め
積
極
的
に
推
進
し

経

済

課

　

酪
農
と
ち
ぎ
第
４
号
で
十
四
年
度
の

重
点
取
り
組
み
の
概
略
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て

の
具
体
的
取
り
組
み
及
び
進
捗
状
況
等

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
組
合
指
定
配
合
の
普
及
及
び
購
買
品

の
組
合
利
用
推
進
に
つ
い
て

　

こ
の
秋
口
か
ら
の
指
定
配
合
へ
の
切

り
換
え
及
び
購
買
品
の
組
合
利
用
推
進

を
図
る
た
め
、
担
当
職
員
に
よ
る
農
家

巡
回
を
各
支
所
毎
に
七
月
か
ら
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
中
に
一
農
家
に

対
し
二
〜
三
回
の
定
期
巡
回
を
実
施
し
、

普
及
推
進
に
努
め
る
計
画
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
主

旨
を
ご
理
解
頂
き
よ
り
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
普
及
推
進
に
つ
い
て

　

現
在
、
酪
農
と
ち
ぎ
で
は
雪
印
（
ウ

エ
ッ
ト
タ
イ
プ
）、
明
治
・
全
酪
（
ド
ラ

イ
タ
イ
プ
）
３
社
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
の
雪
印
と
明
治

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
意
見
等
を
聞

き
よ
り
良
い
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
作
り
上
げ
る
こ

市場名：西那須野市場
単位：円

７月20日開催期日

平　均最　低最　高平均体重成立頭数種　別

49,6332,10070,350―110ホルス雄

119,31355,650182,700―103Ｆ１雄

69,58639,900102,900―77Ｆ１雌

群馬：館林市場
単位：円

７月17日開催期日

平　均最　低最　高平均体重成立頭数種　別

69,88850,00085,00069９ホルス雄

132,143101,000145,00073７Ｆ１雄

100,44484,000127,00070９Ｆ１雌

家 畜 市 場 成 績
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第
一
回
通
常
総
代
会
が
盛
会
裡

に
開
催
で
き
ま
し
た
。
会
場
が

初
め
て
の
方
も
多
く
迷
わ
れ
た

か
と
思
い
ま
す
が
、
遠
路
ご
出

席
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

全
議
案
と
も
原
案
通
り
承
認
を

得
、
ま
た
貴
重
な
意
見
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇●
 

世
界
の
祭
典
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」

が
盛
大
の
中
に
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
。

　

各
国
の
一
流
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
美

技
と
多
く
の
ド
ラ
マ
・
感
動
に

魅
了
さ
れ
一
日
の
疲
れ
回
復
剤

に
な
っ
た
。
特
に
我
が
ニ
ッ
ポ

ン
の
大
健
闘
を
讃
え
た
い
。
視

聴
率
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

次
ぐ
歴
代
第
二
位
を
記
録
し
た

そ
う
だ
。
は
た
し
て
経
済
効
果

は
い
か
ほ
ど
か
。
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農
業
界
内
で
も
努
力
す
べ
き
」
と
の
意
見

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
い
く
つ
か

を
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

①　

牛
乳
は
本
当
に
安
い
と
思
う
。
生
産

者
が
不
当
に
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
よ
う

に
思
う
。

②　

牛
乳
が
大
好
き
で
毎
朝
食
時
に
飲
ん

で
い
る
。
雪
印
商
品
以
外
で
そ
の
日
の

安
売
り
品
を
買
っ
て
い
ま
す
。

③　

生
産
者
の
収
入
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、

小
売
の
段
階
で
安
く
さ
れ
て
い
る
の
な

ら
良
い
が
、
安
売
り
の
し
わ
寄
せ
が
生

産
者
に
来
る
よ
う
で
は
納
得
で
き
な
い
。

④　

安
く
な
っ
た
分
、
消
費
が
増
え
る
の

で
は
な
い
か
。

⑤　

牛
乳
の
値
上
げ
を
し
た
け
れ
ば
勝
手

に
上
げ
れ
ば
よ
い
。
私
は
豆
乳
を
飲
み

　

五
月
六
日
の
全
国
新
聞
各
紙
に
、「
牛
乳

は
安
す
ぎ
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
」
の
広

告
が
掲
載
さ
れ
た
の
を
ご
覧
に
な
っ
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
、
消
費
者
か
ら
五
〇
〇
通
を
超
え

る
意
見
と
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
意

見
の
約
六
七
％
は
広
告
の
趣
旨
に
賛
同
す

る
も
の
で
し
た
が
、
約
十
四
％
の
消
費
者

か
ら
は
厳
し
い
反
対
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

意
見
の
内
容
で
最
も
多
く
見
ら
れ
た
の

は
「
食
の
安
全
確
保
」
に
対
す
る
意
見
で
、

他
に
は
「
他
産
業
も
厳
し
い
の
だ
か
ら
酪

ま
す
。

　

尚
、
検
査
業
務
は
通
常
通
り
行
っ
て

お
り
ま
す
。

八
月
十
四
日
（
水
）

八
月
十
五
日
（
木
）　

夏
期
休
暇

八
月
十
六
日
（
金
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

牛
乳
・
乳
製
品
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

八
月
三
十
一
日（
土
）締
切

詳
し
く
は
栃
木
県
牛
乳
普
及
協
会
又
は

各
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

℡
〇
二
八｜

六
六
四｜

三
六
一
一
ま
で

体
質
強
化
事
業
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

五
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

専
門
委
員
会
分
担
に
つ
い
て

　

�三
 
　

地
域
合
理
化
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

　

�四
 
　

理
事
及
び
監
事
報
酬
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

毎
月
乳
代
精
算
日
は
十
七
日
で
す
が
、

八
月
は
金
融
機
関
が
休
務
日
と
な
り
ま

す
の
で
十
九
日（
月
）に
変
更
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

次
の
と
お
り
、
夏
期
休
業
と
な
り
ま

す
の
で
、
飼
料
等
の
残
量
を
お
確
か
め

の
上
、
ご
注
文
は
お
早
め
に
お
願
い
し

六
月
度
理
事
会

協
議
事
項

　

�一
 
　

執
行
体
制
に
つ
い
て

　

�二
 
　

副
組
合
長
の
順
位
に
つ
い
て

　

�三
 
　

役
員
の
席
順
に
つ
い
て

　

�四
 
　

外
部
団
体
等
の
役
員
選
任
に
つ
い
て

七
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

農
業
近
代
化
資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

　

�三
 
　

夏
季
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　

�四
 
　

平
成
十
三
年
度
乳
肉
複
合
経
営

酪農とちぎ機関誌【第５号】
■発行／酪農とちぎ農業協同組合　　■企画・制作／総務部

ま
す
。

⑥　

外
国
の
牛
乳
に
比
べ
て
日
本
の
価
格

は
高
い

⑦　

消
費
者
か
ら
見
た
場
合
、
同
じ
成
分

の
牛
乳
で
あ
れ
ば
安
い
の
を
買
う
の
は

あ
た
り
ま
え
で
す
。

⑧　

ど
う
し
て
牧
場
で
飲
む
牛
乳
は
お
い

し
い
の
か
。
ビ
ン
詰
め
牛
乳
も
う
ま
く

感
じ
る
。
お
い
し
い
牛
乳
づ
く
り
の
努

力
を
望
み
ま
す
。

⑨　

生
産
者
の
方
は
安
全
で
お
い
し
い
牛

乳
づ
く
り
に
努
力
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
努
力
・
姿
勢
が
消
費
者
に
伝
わ
っ

て
来
な
い
。

⑩　

最
近
は
高
い
か
ら
安
心
が
イ
コ
ー
ル

で
は
な
い
。
安
心
は
お
金
で
は
買
え
ま

せ
ん
。
信
用
も
お
金
で
は
買
え
ま
せ
ん
。
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� �

私
た
ち
が
信
用
で
き
る
製
品
を
提
供
し

て
く
だ
さ
い
。

等
、
消
費
者
の
感
じ
方
も
ま
ち
ま
ち
で
す

が
、
こ
れ
ら
は
全
て
消
費
者
の
声
で
あ
る

こ
と
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
生
産
者
と
し

て
素
直
に
受
け
止
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
ま
す
。◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

こ
の
と
こ
ろ
台
風
の
襲
来
が
頻
繁
で
あ

る
。
七
月
十
日
に
台
風
６
号
、
十
六
日
に

台
風
７
号
と
立
て
続
け
に
や
っ
て
来
た
。

い
づ
れ
も
風
が
や
や
弱
い
タ
イ
プ
の
雨
台

風
で
あ
っ
た
た
め
、
作
物
の
被
害
は
少
な

く
て
済
ん
だ
よ
う
だ
が
、
あ
ま
り
有
難
く

な
い
来
訪
者
で
あ
る
。
と
も
か
く
梅
雨
が

明
け
、
今
年
も
ま
た
乳
牛
に
と
っ
て
大
変

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
た
。　
　
　
　

（
Ｗ
）
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